
3DAの実際について
　本誌2023年春号において、「モデルベースでの設計・製造－
3DA/MBDモデルについて－」として、3DAモデルについての
概要をご紹介しましたが、今回は、3DA/MBDモデルに付加さ
れた情報（「形状を定義する3D-CADモデル」と「材質や加工方
法や精度を定義する製造に必要な情報（PMI）」）の実際の運用
の流れ・利用のされ方について見てみます。
　製品製造の各工程でCAMやCATなどのシステムへ情報連
携するために、適切に作成された3DAモデルを3次元CADま
たは変換ソフトウェアを用いて、3DA/MBDに対応した中間
CADフォーマット（STEP、QIF等）として出力します。これには、
設計に基づく基準値としての3Dモデル形状とPMI（製品製造
情報）である公差情報が記述されています。さらに、CAD上に
存在しない形状目的、加工方法や品質保証に関わるもの（測定
箇所、手法、機器など）の情報を付加することで3DAモデル情
報の有用性が向上します。
　これらは、3DAモデルのめざすところからすると、マシンリー
ダブル（セマンティック）なものであることが求められ、それによ
り、製造の各工程間が一つの3DAモデルにより情報的につな
がり、製品製造の自動化、効率化が促進され、広くは製造工程
のDXを進展させることになります。
　具体的なその情報の活用としては、
　・加工工程（CAM）で公差基準の適用
　・測定工程では、DMIS形式の測定プログラムへの連携
　・検査工程では、測定点群の幾何公差判定への活用
などがあげられます。

データ連携の中間CADフォーマット
　ここで、製品製造の各工程間のデータ連携において重要な

役割を果たす、中間CADフォーマットについての特徴を見てみ
ます。
　現在、ISO規格において標準化されている中間CADフォー
マットとしては、STEP、QIF、JT、3D-PDFがあります。
　代表的かつ3DA/MBDモデルに対応可能なものの特徴とし
ては、次のとおりとなります。
●STEP形式
　・世界標準でどのCADでも出力が可能
　・形体の定義方法が曖昧
　・後工程でMBDに対応しているものが少ない
●QIF形式
　・形体の定義を含め厳格なセマンティック仕様
　・品質保証の機能がある
　・CAD側で出力に対応しているものが少ない
●JT形式
　・データが軽量
　・シーメンス以外のソフトウェアでの対応が少ない
●3D PDF形式
　・無償ビュワー対応
　・ファイルサイズが大きい　　　 ※詳細は、表1参照　出典 1）

PMI情報の連携活用
　従来から各製造業の業界団体等において、規格化やデータ
活用・運用のための活動が行われてきています。
　3DAモデルにおいては、幾何公差による形体の定義が重要
であり、実運用上では、普通幾何公差の適用が求められていま
す。しかし、図面規格としてのISOが規格化されているのみで、
3DA/MBD運用に必要な中間フォーマットへの対応がなされ
ていないのが現状です。その対応として、ローカルルール（標

準化されていない）を設定し、マシンリーダブルなデータ表現
を生成し実現されている状況にあります。汎用性、利用拡大の
観点からは、この普通幾何公差のJISや中間フォーマットへの規
格化・標準化の整備は広く望まれています。
　また、部品加工工程の設計情報活用では、3D-CADでのPMI
対応の状態（バージョン等の問題）により、受け手（CAM）で
データ読み込みがうまくいかなかったり、マシンリーダブルな
読み込みが不十分であるなど中間フォーマットのデータ連携
（入出力）での不具合を経験することがあるようです。
　測定プロセスにおいても、PMIデータを読み込むソフトと中
間フォーマットとの相性問題はあるものの、QIF形式を用いる
ことでマシンリーダブルなデータ連携が比較的良好に実現さ
れ、三次元測定機などによる測定・評価で、測定プログラム（パ
ス作成）作成工数の低減というPMI活用の効果も現れているよ
うです。

　以上のように、製品製造の各工程間のデータ連携に重要な
役割を果たす中間フォーマットには、それぞれに利点と欠点が
存在しますので、利用する際のその選択には、前後の工程で使
用されるシステム（ソフトウェア）との親和性を十分に考慮する
必要があります。
　今後は、汎用性や更新の観点から、STEP形式、QIF形式への
対応が進展すると考えられます。
　製品製造全般にわたる3DAモデル利用の実現に向けては、
このデータ連携に重要となる中間フォーマット（派生モデル）
活用の動向に注目し、システム適用を考えることが大事となり
ます。

出典（参考文献）
１）林 正弘  QVI ジャパン（株）
令和5年12月14日開催セミナー：機械設計基礎講座（第４回）
「設計に役立つ精密測定と、幾何公差の今後の展望」より
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3DA/MBDの実際
－設計・製造の各プロセスのPMI活用について－トレンド

TREND INFORMATION

技術

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 設計計測係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

表１　中間ファイル形式の種類と特徴　※出典１）より抜粋

 ＋形体の定義を含め厳格なセマンティック仕様
 ＋品質保証のため機能がある
 －CAD側で出力に対応していない

DMSC（USA）B-rep
/Vis-repISO 23952:2020◎QIF

 ＋シーメンスユーザー内での標準形式
 ＋データが軽量
 －シーメンス以外のソフトウェアで対応しているものが少ない

Ｓiemens PLMB-rep
/Vis-repISO 14306:2017△JT

 ＋無償ビューワー対応
 －ファイルサイズが大きい
 －Adobeの環境によりできることが制限を受ける

３D PDF
ConsortiumVis-repISO 14739-1:2014△３D PDF

 ＋中間フォーマットの源流でどのCADでも出力
 －STEPやQIFに置き換え済みANSIB-repANSI［1996］×IGES

 ＋対応ソフトウェアが多い
 －精度が低い
 －単純なデータ形式

３D SystemsVis-rep無し［1987］×STL

 ＋各種CADのモデリング仕様
 －標準がない
 －セマンティック仕様がない

Dassault
Systems

B-rep
/Vis-rep無し［2020］×ACIS

 ＋各種CADのモデリング仕様
 －標準がない
 －独自の拡張がされている場合がある

Siemen PLMB-rep無し［2022］×PARASOLID

 ＋世界標準でどのCADでも出力
 －形体の定義方法が曖昧
 －後工程でMBDに対応しているものが少ない

ISO/PDES Inc.B-rep
/Vis-rep

ISO 10303-
242:2022（AP242）○STEP

形式 ３DA対応 標準化と最新版 モデル定義※ 開発主体 利点（＋）と欠点（－）
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